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２月15日 (日) クリスタルアージョ
で､ 安芸高田市民フォーラムが開
催されました｡ 地域活動報告とし
て､ 甲田町の深瀬振興会がひょっ
とこ踊りを披露｡ 小さい子どもか
ら大人まで､ お面をつけて腰を振
りながら踊る姿に､ 会場は笑い声
に包まれていました｡
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3

校
跡
地
を
整
備
し
た
拠
点
や
元

農
協
の
施
設
を
利
用
し
た
事
例

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
行
政
か
ら

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
拠
点
を

整
備
し
、
さ
ら
に
住
民
自
身
の

力
に
よ
り
改
修
や
増
設
な
ど
を

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
特
に

高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
お
祭
り
も
重
要

な
仕
組
み
と
言
え
ま
す
。
多
く

の
振
興
会
が
、
地
域
住
民
の
参

加
す
る
お
祭
り
を
主
催
し
た
り
、

あ
る
い
は
よ
り
大
き
な
地
域
範

囲
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り
に

振
興
会
単
位
で
参
加
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
地

域
の
思
い
を
共
有
化
す
る
手
段

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

第
２
の
秘
訣
は
、
振
興
会
活

動
の
ベ
ー
ス
に
、｢

安
全
・
安

心｣

を
テ
ー
マ
と
す
る
活
動
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

り
ま
す
。
水
害
の
経
験
か
ら
土

嚢
や
ス
コ
ッ
プ
を
備
え
た
水
防

組
織
活
動
や
子
ど
も
の
下
校
時

の
見
守
り
活
動
は
そ
の
典
型
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な

｢

守
る｣

活
動
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
地
域
住
民
で
あ
る
限
り
、

世
代
や
職
業
を
超
え
て
、
共
通

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
活
動
で

あ
り
、
基
礎
的
活
動
と
言
え
ま

す
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
部
分

の
取
り
組
み
の
厚
さ
が
、
振
興

会
活
動
の
い
わ
ば

｢

土
台｣

と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
し
て
、
第
３
は
、
こ
う
し

た

｢

守
り｣

の
活
動
を
土
台
と

し
て
、
そ
れ
に
積
み
上
げ
る
形

で

｢

攻
め｣

の
活
動
が
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
内
容

は
実
に
多
彩
で
す
。
温
泉
施
設

の
管
理
、
花
田
植
え
な
ど
の
伝

統
芸
能
の
復
活
、
資
源
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
や
登
山
道
・
山
道
の
美

化
作
業
、
商
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
経
営
や
農
地
保
全
活

動
な
ど
、
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
た
め
の
多
様
性
と
言
え
、
こ

こ
に
も
安
芸
高
田
市
の
振
興
会

活
動
の
強
み
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
生
も
の
の
活
動
へ

こ
の
よ
う
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
住
民
自
治
活
動
は
、
若
い
振

興
会
も
含
め
て
、｢

活
動
を
起

こ
す
段
階｣

か
ら
、｢

事
業
を

継
続
す
る
段
階｣

に
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
間
に
役
員
や
担
当

者
も
変
わ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場

合
も
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
連
載
は

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
市
の

元
地
域
振
興
推
進
員
の
辻
駒
さ

ん
は
、
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。｢

で
き
る
こ
と
か

ら
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
活
動
を

絶
え
間
な
く
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ

て
い
く
。
そ
の
中
か
ら
で
き
た

も
の
、
始
め
た
こ
と
へ
の
愛
着
、

誇
り
、
生
き
が
い
な
ど
も
生
ま

れ
て
き
ま
す｣

と
。

振
興
会
の
活
動
は
、
誰
か
に

命
じ
ら
れ
て
行
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
地
域
の
課

題
に
対
し
て
、
住
民
が

｢

何
が

で
き
る
の
か｣

を
徹
底
的
に
話

し
合
い
、
実
践
す
る
こ
と
が
原

点
で
す
。
疲
れ
な
い
よ
う
に
、

頑
張
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。
み

ん
な
の
ペ
ー
ス
で
育
て
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
・
住
民
自
治
活
動
は
、｢

一

生
も
の｣

だ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
教
訓
も
含
め
て
教

え
て
く
れ
る
安
芸
高
田
市
の
振

興
会
活
動
は
、
ま
さ
に
わ
が
国

の
住
民
自
治
活
動
を
リ
ー
ド
す

る
実
践
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
振
興
会
活
動
の
着
実
な

前
進
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小田切
お だ ぎり

徳美
とく み

教授
明治大学教授｡ 明治大学農学部食料
環境政策学科地域ガバナンス論研究
室｡ 農学博士｡
平成16年から安芸高田市地域振興ア
ドバイザーとして就任｡ 地域振興施
策全般について専門的視点から指導
や助言などをいただいている｡

上佐一心会による
さんばい祭りでのはやし田｡

吉田地区振興会による
桜まつり｡

2

住
民
自
治
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

全
国
各
地
で
住
民
自
治
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
そ
れ

へ
の
行
政
対
応
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
安
芸
高
田
市
が
そ
の
誕

生
以
来
掲
げ
て
き
た
住
民
自
治
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
路
線
は
、
い
ま
や

全
国
に
共
通
す
る
課
題
だ
と
言

え
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
人

気
番
組
、｢

難
問
解
決
！
ご
近

所
の
底
力｣

が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

(

町
内
会
・
自
治
会)

を

取
り
上
げ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
そ
う
し
た
現
実
を
背

景
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政

府
で
も
、
昨
年
か
ら
、
地
方
自

治
の
制
度
づ
く
り
と
振
興
を
担

当
す
る
総
務
省
が

｢

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
交
流
推
進
室｣

を
設
置

し
、
全
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

応
援
し
始
め
て
い
ま
す
。

『

広
報
あ
き
た
か
た』
で
２

年
半
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
て
い

る

『

地
域
力』

は
、
市
内
に
く

ま
な
く
設
置
さ
れ
た
地
域
振
興

会
の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
も

の
で
、
安
芸
高
田
市
な
ら
で
は

の
企
画
だ
と
言
え
ま
す
。
市
町

村
合
併
後
の
地
域
づ
く
り
に
、

住
民
自
治
の
充
実
や
住
民
と
行

政
と
の
協
働
を
か
か
げ
る
自
治

体
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
だ
け
の
連
載
が
で
き
る
ほ

ど
の
実
践
が
存
在
す
る
地
域
は
、

国
内
で
は
本
市
以
外
に
は
見
あ

た
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
そ

の
点
で
、
こ
の
連
載
は
、
全
国

の
市
町
村
職
員
や
住
民
の
方
に
、

住
民
自
治
の
生
き
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
あ
る
い
は
地
域
活
動
の
彩

り
あ
ふ
れ
る
カ
タ
ロ
グ
と
し
て

推
薦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
内
の
32
の
振

興
会
の
歴
史
は
、
発
足
か
ら
既

に
30
数
年
も
経
つ
も
の
か
ら
合

併
前
に
作
ら
れ
、
数
年
の
歴
史

し
か
な
い
も
の
ま
で
、
大
き
な

幅
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど

の
振
興
会
も
か
な
り
活
発
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、

こ
の
連
載

『

地
域
力』

か
ら
再

確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
の
点
で
、

特
に
若
い
振
興
会
の
活
動
の
急

速
な
発
展
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ポ
ー

ト
か
ら
は
、
若
い
振
興
会
を
含

め
て
、
安
芸
高
田
市
の
住
民
自

治
活
動
が
、
何
故
こ
の
よ
う
に

盛
ん
で
あ
る
の
か
と
い
う
秘
訣

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
の
三
つ
の
秘
訣

そ
の
第
１
は
、
地
域
住
民
が

思
い
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
意

識
的
に
作
り
上
げ
て
い
る
点
で

す
。
例
え
ば
、
多
く
の
振
興
会

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
広
報
紙

が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ

れ
ほ
ど
多
種
の
手
作
り
広
報
紙

が
発
行
さ
れ
て
い
る
地
域
は
他

に
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
は
、
行
事
を
お

知
ら
せ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
へ
の
思
い
を
拡
げ
る
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
振
興
会
の
拠
点
へ
の

こ
だ
わ
り
も
多
く
の
住
民
を
活

動
に
巻
き
込
も
う
と
す
る
意
志

の
現
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
小
学

郷野地区振興会による
安全パトロール｡

広
報
あ
き
た
か
た
で
連
載
し
て
い
る

『

地
域
力』

。
こ
れ

は
、
市
内
32
振
興
会
の
活
動
を
取
材
し
、
そ
の
地
域
の
元
気

な
活
動
の
様
子
や
、
地
域
に
対
す
る
愛
情
や
誇
り
な
ど
、
振

興
会
ご
と
に
光
る
個
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
振
興
会
の
活
動
を
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
他
の
振
興
会
の
皆
さ
ん
の

活
動
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
連
載
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
、
明
治
大

学
の
小
田
切
徳
美
教
授
に
、
安
芸
高
田
市
の
地
域
振
興
会
活

動
に
対
す
る
総
括
し
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

������������������������
佐々井地域振興会による
琵琶ヶ池の清掃活動｡



生徒たちが思いや考えを発言
安芸高田市生徒議会
２月５日 (木) 安芸高田市議場で､ 安芸高田市生徒議会が
開かれました｡ 生徒たちが議員などを体験することで議会の
仕組みを学び､ 関心をもってもらえたらと安芸高田市明るい
選挙推進協議会が主催しました｡ 議長などとして八千代中学
校２年生の22名が､ 浜田市長や佐藤教育長に質問を行いまし
た｡ 少子化対策や郷土芸能の継承などまちづくりに関するも
のや､ 通学路の補修や学習環境の改善など学校生活に関する
ものを質問しました｡ 事前にしっかりと学習していた生徒た
ちは､ 堂々と発言していました｡

火災から文化財を守ろう
文化財防火訓練
１月26日の ｢文化財防火デー｣ にあわせて､ １月25日 (日)
吉田町の宇佐神社で文化財防火訓練が行われました｡ 丹比地
域振興会､ 安芸高田消防署､ 安芸高田市消防団から約100名
が参加｡ 林野火災から建物火災に延焼したとの想定で､ 振興
会によるバケツリレーや文化財の搬出などの訓練が行われま
した｡ 訓練には子どもたちの参加もあり､ 地域全体に防火意
識の高揚が図られました｡
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筑紫哲也ＮＥＷＳ23の草野満代キャスターが講演
平成20年度安芸高田市男女共同参画講演会
２月１日 (日) クリスタルアージョで平成20年度安芸高田
市男女共同参画講演会が開催されました｡ 講師にキャスター
の草野満代さんを迎えて､ ｢一人一人が素敵に暮らすために｣
とのテーマで講演されました｡ 両親から 『大学に行くなら､
女子大学で､ 構内に女子寮があること』 という条件が出され
たときのエピソードや､ ＮＨＫ入局後に､ 男性と同じ仕事内
容でも女性が働きやすいようにとの男性上司の心づかいがう
れしかったことなどを､ 笑いを交えながら話されました｡
｢価値観は違ってあたりまえ｡ こんな考え方､ やり方もある
のだと相手を受け入れると人生を素敵に過ごすことができま
す｣ と､ それぞれの価値観を大切にしながら､ 自分の考えも
大切にしてほしいと話されました｡

会場は熱気に包まれた
第43回広島県甲田空手道大会兼第38回スポーツ少年団空手道交歓競技会
１月25日 (日)､ 甲立小学校体育館で､ 第43回広島県甲田

空手道大会兼第38回スポーツ少年団空手道交歓競技会が開催
されました｡ 参加者は､ 小学１年生から中学３年生までの約
80名｡ 安芸高田市をはじめ庄原市や安芸太田町､ 世羅町から
も参加がありました｡ 競技は､ 形試合の個人戦と､ 組手試合
の個人戦・団体戦が行われました｡ この日は､ 前日からの寒
波により厳しい冷え込みとなりましたが､ 参加者の気合と熱
気で極寒を吹き飛ばす大会となりました｡

多くのサポーターも訪れた
サンフレッチェ広島が必勝祈願
１月25日 (日) 吉田町清神社へ､ サンフレッチェ広島が必勝祈願に訪れました｡ 約600
人ものサポーターが訪れるなか､ 佐藤寿人選手と青山敏弘選手が絵馬を奉納し､ 久保充
誉会長､ ペトロヴィッチ監督､ 佐藤寿人選手会長が玉串を捧げ､ 今シーズンの必勝祈願
をしました｡ ペトロヴィッチ監督は ｢昨年は､ Ｊ２を特急の如く走りぬけ､ Ｊ１に復帰
することができた｡ 今年もＪ１を特急のごとく走りぬけ､ よい成績を収めたい｣ とあい
さつ｡ 浜田市長は ｢三矢の訓のごとく団結して優勝を｣ と激励しました｡ 祈願の後には､
豆まきやサイン会が行われ､ 会場は盛り上がっていました｡
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郡山城跡について専門家が語る
歴史講演会
１月18日 (日) クリスタルアージョで､ 歴史講演会が開催
され､ 市内外から約160名が参加されました｡ 第16回目とな
る今回は､ 第１部で広島市文化財団の福原茂樹氏が 『発掘調
査成果から見た広島城と郡山城』 と題し､ 広島城跡発掘調査
の結果から毛利元就の孫輝元がなぜ広島城を築城したのか､
その背景にある豊臣秀吉との力関係や郡山城に対する輝元の
深い思い入れなどについて講演され､ 第２部では､ 広島県埋
蔵文化財調査センターの脇坂光彦氏が 『郡山再発見』 と題し
て､ 昨年行われた郡山城跡の発掘調査結果を元に､ 城跡に残
る石垣や郭などの遺構の現状を解説し､ ボランティアなどを
活用した遺跡の整備や保存・活用を呼びかけられました｡

20歳になったら必ず投票を
選挙出前講座
１月14日 (水) に吉田中学校で､ １月20日 (火) に向原中
学校で､ 広島県明るい選挙推進協議会による選挙出前講座が
行われました｡ 講師として安芸高田市明るい選挙推進協議会
から３名の方が訪れ､ ｢選挙は自分たちの代表者を選び､ こ
うなってほしいという自分の夢を託すものです｣ などと､ 選
挙の大切さを生徒に話されました｡ 向原中学校では､ 生徒会
選挙にあわせてこの講座が開かれ､ 生徒の投票用として実際
の選挙で使う記載台と投票箱が用意され､ 生徒たちは本番さ
ながらの選挙を体験していました｡
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平
成
21
年
消
防
出
初
式
開
催

平
成
21
年
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
と

き

３
月
１
日

(

日)

午
前
８
時
30
分

■
と
こ
ろ

安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト

※
悪
天
候
時
は
吉
田
運
動

公
園
ア
リ
ー
ナ

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

■
式
典

・
部
隊
入
場
行
進

(

消
防
職
員
・
消
防

団
員
・
消
防
車
両
な
ど)

・
消
防
殉
職
者
へ
の
黙
祷

・
市
長
式
辞

・
消
防
団
長
訓
辞

・
各
種
表
彰

(

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

な
ど)

※
式
典
中
は
、
安
芸
高
田
市
消
防
音
楽

隊
が
演
奏
し
ま
す
。

■
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

八
千
代
町
の
八
千
代
南
保
育
園
、
ひ

の
川
幼
稚
園
、
刈
田
保
育
園
の
各
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
合
同
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が

行
わ
れ
ま
す
。

■
展
示
訓
練

大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
る
建
物
倒

壊
・
出
火
を
想
定
し
た
消
火
、
救
出
、

応
急
手
当
の
訓
練
を
消
防
団
、
自
主
防

災
会
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
行
い
ま
す
。

最
後
に
、
消
防
署
、
消
防
団
、
婦
人

消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

※
悪
天
候
時
は
、
式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
み
行
い
ま
す
。

初
期
消
火
協
力
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

安
芸
高
田
消
防
署
は
、
美
土
里
町
本

郷
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、

初
期
消
火
を
行
っ
た
高
杉
賢
二
さ
ん
に

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

高
杉
さ
ん
は
、
平
成
20
年
12
月
29
日

７
時
20
分
ご
ろ
、｢

火
事
だ｣

と
の
声

を
聞
き
、
現
場
に
駆
け
つ
け
素
早
い
消

火
を
行
っ
て
延
焼
拡
大
を
防
ぎ
、
ぼ
や

で
食
い
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

高
杉
さ
ん
は
、｢

火
事
の
声
を
聞
い

て
駆
け
つ
け
、
消
火
し
ま
し
た
。
被
害

が
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
す
。
と

な
り
近
所
と
し
て
当
然
の
こ
と
を
し
た

ま
で
で
す｣
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
山
火
事
予
防
運
動

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間

は
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
・
全
国
山

火
事
予
防
運
動
の
期
間
で
す
。

こ
の
季
節
は
、
空
気
の
乾
燥
や
季
節

風
な
ど
の
気
象
条
件
か
ら
火
災
の
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖
か

く
な
る
と
田
の
あ
ぜ
草
な
ど
を
焼
く
、

火
入
れ
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
毎
年
、
強
風
な
ど
に
よ
り

火
災
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

注
意
報
や
警
報
に
注
意
し
て
、
空
気

が
特
に
乾
燥
し
て
い
る
日
や
、
風
の
強

い
時
間
に
は
火
入
れ
を
行
わ
な
い
な
ど
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
山
に
近
い
場
所
で
火
入
れ
を

行
う
場
合
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件

129件

4件

5件

(1件)

(129件)

(4件)

(5件)

久保署長から感謝状を贈呈される
高杉さん

平成20年式典

平成20年入江保育園・可愛保育園
幼年消防クラブ

����
����
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

■市長賞
長岡 適さん(船佐小４年)
■市議会議長賞
坂元 翔太さん(吉田小６年)
■市教育長賞
白藤 愛翔さん(向原小３年)
■八千代の丘美術館長賞
水野加奈子さん(甲立小６年)

■優秀賞
＜小学校＞
堤中 裕也さん(吉田小１年)
秋川 千尋さん(甲立小２年)
勝乘 愛実さん(刈田小３年)
正木 空太さん(小田小４年)
村川 寛子さん(吉田小５年)
末廣 �起さん(船佐小６年)
＜中学校＞
上野 智美さん(美土里中１年)
片渕 翔太さん(吉田中２年)
西原 佑貴さん(高宮中３年)

■入選
＜小学校＞
土居新太郎さん(可愛小１年)
上田 峻平さん(美土里小１年)
中川 紗也さん(美土里小２年)
竹邉 聖悟さん(美土里小２年)
青中和花奈さん(吉田小２年)
高田 優花さん(向原小３年)
仲川 滉太さん(刈田小３年)
下田 留花さん(美土里小４年)
崎森 美里さん(向原小４年)
宮本 結花さん(吉田小４年)
平栗 雅士さん(小田小５年)
大下 朱音さん(美土里小５年)
永井 一平さん(船佐小５年)
三戸 響さん(船佐小５年)
＜中学校＞
梅嵜 美都さん(高宮中１年)
木坂 早希さん(甲田中２年)
松元 孝龍さん(向原中２年)
佐々木彩佳さん(吉田中３年)
事崎 悠佳さん(八千代中３年)
末広 梓さん(向原中３年)

吉
田
町

神
川

卓
夫

(

86
歳)

私
は
、
児
童
の
登
校
日
に
毎
朝
街
頭
に
立
っ

て
、
交
通
整
理
を
兼
ね
な
が
ら

｢

お
は
よ
う
、

今
日
も
元
気
を
出
し
て
が
ん
ば
ろ
う
ね｣

と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
最
近
、

異
変
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
児
童

た
ち
か
ら｢

お
は
よ
う
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
ね｣

と
い
う
声

が
返
っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
れ
と

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
の
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
た｣

と
言
っ
て
、
空
き
缶
や
紙
く
ず
な

ど
を
拾
っ
て
、
私
に
渡
し
て
く
れ
る
児
童
が
い

る
の
で
す
。
私
は

｢

あ
り
が
と
う
。
ひ
と
つ
拾

え
ば
ひ
と
つ
だ
け
、
町
が
き
れ
い
に
な
る
か
ら

ね
。
こ
れ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
持
ち
帰
っ
て

処
理
す
る
か
ら
ね｣

と
子
ど
も
た
ち
を
褒
め
な

が
ら
、
礼
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

い
い
歳
を
し
た
じ
い
さ
ん
で
も
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
こ
の
よ
う
な
行
い
や
、
励
ま
し
の
言
葉

な
ど
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
う

れ
し
く
な
り
、｢

よ
ー
し
、
わ
し
も
が
ん
ば
る

ぞ｣

と
自
ら
を
励
ま
し
元
気
を
出
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
校
長
先
生
が
い
つ
も
学
校
の
校
庭

や
、
周
辺
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
お
ら
れ
る
姿
な
ど

を
見
た
り
、
先
生
方
や
家
庭
で
の
ご
指
導
を
受

け
た
り
し
て
の
影
響
か
と
思
い
ま
す
が
、
モ
ラ

ル
の
向
上
に
な
り
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
よ
う
で
、
あ
り
が
た
く
、
い
い
こ
と

だ
な
あ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

��������������
��������������������������������������
■大賞 小松 京介さん

(吉田中３年)
■大賞 倉田 和也さん

(向原小３年)

全国体育指導委員表彰
■功労者表彰
岡山
おかやま

薫
かおる

さん (八千代町)
■30年勤続表彰
熊高
くまたか

一雄
いち お

さん (高宮町)
岡山
おかやま

薫
かおる

さん (八千代町)

������������ 第34回全日本バトントワリン
グ選手権大会
■高校女子ソロトワール部門
■高校ダンストワール部門
桐原 世奈 (吉田高校)

平成20年度 第28回全国高等
学校空手道選抜大会
■女子団体組手
山本 麗奈 (海田高校・向原出身)

平成20年度 はまなす杯第３
回全国中学生空手道選抜大会
■女子個人組手
児玉 美津紀 (向原中学校)

����������������
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
３月６日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成20年11
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成18年９
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

３月３日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

３月10日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

３月11日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

３月17日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

３月25日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

３月27日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子クッ
キング～

３月４日(水)
10:00～13:00

１歳７か
月児～

(吉田)
クリスタル
アージョ
調理室

３月３日
まで

★親子で一緒にクッ
キングにチャレン
ジしてみよう！
★持参物：エプロン
(親子とも必要)
★参加費：一家族200
円

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

３月24日(火)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター

３月16日～
３月23日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
３月16日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

３月18日(水)
10:00～15:00

(吉田)
中央保健センター

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

月日･受付時間 対 象 会 場

３月５日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H17年９月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

３月12日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H19年８月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

３月19日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H20年５月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

予防接種を忘れずに受けましょう

平成20年度に中学１年生と高校３年生に相当す
る方は麻しん風しんの予防接種を受けましょう
ワクチンの接種を１回しか受けていない世代の感染者
が増加していることを受けて､ 平成20年４月から５年間､
中学１年生(第３期)と高校３年生(第４期)に相当する年
齢の方を対象に､ 麻しん風しん混合 (ＭＲ) ワクチンの
予防接種を行っています｡
平成20年度に中学１年生と高校３年生に相当する方は､
麻しん風しんの予防接種を受けましょう｡ 平成21年３月
31日まで安芸高田市が無料で接種します｡
【対象】
■中学１年生に相当する年齢の人
(平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ)
■高校３年生に相当する年齢の人
(平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ)

今春､ 小学校､ 中学校の入学を控えている
お子さんは予防接種を受けておきましょう
予防接種は感染症予防に大きな役割を果たしています｡
予防接種を正しく理解した上で誕生日や入学の節目まで
に母子健康手帳などを確認し､ 受け忘れのないようにし
ましょう｡
【小学校入学前の年長児のお子さん】
■予防接種 麻しん風しん混合第2期
■接種期間 平成21年３月31日まで
【中学校入学前のお子さん】
■予防接種 ２種混合 (ジフテリア・破傷風) 第２期
■接種期間 13歳の誕生日の前々日まで

【予防接種を受けに行くときに持参するもの】
●接種券 (紛失した場合は再発行の手続きが必要)
●予診票
●母子健康手帳
※対象年齢､ 期間を過ぎた場合は､ 法定の予防接種で
はなくなるため､ 全額自己負担 (任意接種) となり
ます｡

【お問合せ】 保健医療課 ℡４２－５６１９

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡

8

図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
３月21日 (土) 11：15～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
３月14日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
３月19日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで
クリスタルアージョ２階 研修室203
３月21日 (土) 14：30～
対象：４歳から９歳くらいまで
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
３月21日 (土) 10：30～
ミューズ

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
３月３日 (火)
9:30～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

３月３日 (火)
10:00～11:15

吉田幼稚園
℡42－2788

お 楽 し み 会
(ひなまつりコンサート)

３月４日 (水)
9:30～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

３月４日 (水)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

３月４日 (水)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

３月５日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
育 児 相 談
紙芝居・手遊び

３月６日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203

園 庭 開 放
(なかよし広場)

３月10日 (火)
9:30～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

３月10日 (火)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

３月11日 (水)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

３月12日 (木)
10:00～11:30

ひまわり保育所
℡55－0880 園 庭 開 放

３月17日 (火)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653 園 庭 開 放

３月18日 (水)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662

園 庭 開 放
お楽しみ会 (人形劇)

３月19日 (木)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 開 放

３月19日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
育 児 相 談
お別れ会とお楽しみ会

３月19日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

３月25日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 体 験 入 園

３月27日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203

園 庭 開 放
(なかよし広場)

※下記の保育園は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､ 行事
の都合などがありますので､ 各保育園にお問い合わせくだ
さい｡
・刈田保育園(℡52－2099) ・八千代南保育園(℡52－3048)
・可愛保育園(℡43－1776)

子育て支援センター
クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽
にご利用下さい｡ 子どもたち
と遊びながら､ おしゃべりを

して､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30

《第２・４木曜日には､ 交流会をします》
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
＜電話での相談も受け付けています｡ ＞
■受付時間 月曜～金曜日 ８:30～17:30 ℡47-1283

小児救急医療電話相談
(こどもの救急電話相談)

小児救急医療電話相談は､ 夜間､ こどもの急な発熱や怪
我などで､ すぐに医療機関を受診させたほうがいいのか､
翌朝まで待ってもいいのかといった判断に迷う時に､ 小児
科医師や看護師が専門的に相談に応じるものです｡
■電話番号 局番なしの

♯８０００ (携帯からも利用可能)
IP電話(050)､ ひかり電話からは082-505-1399

■対応時間 19：00～22：00
■対応スタッフ (平日) 看護師 (休日) 小児科医師

｢こどもの救急ホームページ｣ ((社) 日本小児学会) で
も､ 夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するべきか
どうかの判断の目安が受けられます｡

【こどもの救急ホームページアドレス】
http://kodomo-qq.jp/

と き と こ ろ 内 容

３月12日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
４階 小ホール

親子体操
安芸高田市地域振興事
業団
レクリエーションイン
ストラクター
講師 岩崎律子さん
※運動のできる服装で
来てください｡
※０～３歳児対象

３月26日 (木)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象
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�����������
健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

療養援護金の支給は３月末で終了します
申請はお早めに

安芸高田市では､ 乳幼児医療受給者､ 重度心身障害者医療受給者､
ひとり親家庭等医療受給者で次の要件を満たす方を対象に療養援護
金を支給しています｡
■療養援護金の支給を受けることができる資格要件
・15日以上連続して入院していること
・食事療養費の自己負担金が発生していること
※介護保険で入院している方は対象外です｡
当制度は､ 平成21年３月末で終了となります｡ 療養援護金の支給
を希望される方は､ ３月31日までに保健医療課又は各支所市民生活
課で手続きをしてください｡
■問い合わせ先 保健医療課 ℡42-5619

こころの健康づくり講演会

ストレスの蓄積による心のトラブルを訴える人が増えています｡
こころのサインを見逃していませんか｡
■と き ３月11日 (水) 午後１時30分～
■ところ 安芸高田市中央保健センター
■演 題 ｢こころの健康づくり～こころいきいき元気ですか～｣
■講 師 心理相談員・メンタルヘルス支援専門家

花田 ひな子さん
■参加費 無料
■問い合わせ先 ・広島県芸北地域保健所 保健課保健対策係

℡ (０８２) ８１４－３１８１
・安芸高田市役所 保健医療課
℡４２－５６１９�������� 安芸高田市食生活改善推進協議会

保健医療課 栄養士

朝ごはんクイズ
今年度の食のさんぽ道では､ 朝ごはんの内容や朝ごは
んを食べると体にとって何がいいのかなどを掲載しまし
た｡ そこで今回は､ ｢朝ごはんクイズ｣ をしてみたいと
思います｡ 朝ごはんの役割などを思い出して答えてみて
下さい｡
(クイズ) 朝ごはんを食べると体にどんないいことが

ある？
①体の をあげ､ １日を元気に過ごすことがで
きる｡
②肥満を防ぎ から体を守ることができる｡
③脳のエネルギーであるブドウ糖を摂ることにより､

を高めることができる｡
④ 野菜・くだものにある食物繊維を摂ることにより､

を防ぐことができる｡
(クイズ) どんな朝ごはんがいい？
⑤ ＋ ＋ ＋汁物のそろった朝ごはん

今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会甲田支部が
手軽にできる朝食メニューを紹介します｡ 小松菜や卵に
含まれるビタミンＡ・ビタミンＣは肌荒れを予防し､ ウ
インナーに含まれるビタミンＢ１は疲労回復などの効果
があります｡ 朝ごはんやお弁当作りに忙しい時に電子レ
ンジで手軽にできる一品です｡ ぜひ作ってみてください｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士
にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き ３月13日(金)・

27日(金)
例会
19:00～21:00

■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合
わせください｡

HIV抗体検査

■とき ３月16日(月)
９:00～11:00

■問合せと申込先：
広島県芸北地域保健所� (082) 814-3181

(答え)①体温②病気③集中力④便秘⑤主食・主菜・副菜

[材料 (２人分)]
卵……………………２個�マヨネーズ……大さじ１Ａ��塩・こしょう……少々
小松菜………………１束
ウインナー…………４本
ケチャップ…………適量

[作り方]
① 小松菜はざく切りに､ ウイン
ナーは小口切りにする｡
② 耐熱ボールに卵を割りほぐし､
Ａを加えてよく混ぜる｡
③ ②に①を加えてラップをかぶ
せ､ 電子レンジで４～５分加熱
し､ 取り出して混ぜ合わせる｡
器に盛ってケチャップをかける｡

小松菜と卵のレンジ炒め
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【
食
生
活
】

・
毎
日
、
朝
食
を
食
べ
る
。

・
う
す
味
で
お
い
し
く
食
べ
る
習

慣
を
身
に
つ
け
る
。

・
食
生
活
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

を
理
解
す
る
。

・
自
分
に
適
切
な
食
事
の
内
容
・

量
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品

を
食
べ
る
。

【
歯
の
健
康
】

・
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

習
慣
を
つ
け
る
。

・
１
日
３
回
、
食
後
に
歯
を
磨
く
。

・
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
る
。

【
運
動
】

・
運
動
の
必
要
性
と
効
果
を
知
り
、

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
続
け
る
。

・
少
し
で
も
多
く
歩
き
、
動
く
習

慣
を
身
に
つ
け
る
。

【
健
康
診
査
】

・
健
診
を
す
す
ん
で
受
け
、
健
康

状
態
を
把
握
す
る
。

・
健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
を

見
直
す
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
】

・
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談

す
る
。

・
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。

・
睡
眠
・
休
養
を
十
分
と
る
。

【
た
ば
こ
】

・
喫
煙
の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い

て
理
解
す
る
。

・
喫
煙
が
周
囲
の
人
に
与
え
る
影

響
に
配
慮
し
、
喫
煙
マ
ナ
ー
を

守
る
。

・
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
】

・
ア
ル
コ
ー
ル
の
健
康
へ
の
影
響

を
理
解
す
る
。

・
１
日
の
適
量
を
守
り
、
飲
み
す

ぎ
を
防
ぐ
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
無
理
に
す
す
め

な
い
。

�����������｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

健
康
増
進
計
画

｢

健
康
あ
き
た
か
た
21｣

で
は
、『

わ
た
し』

『

み
ん
な』

『

行
政』

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
具
体
的
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

『

わ
た
し』

が
で
き
る
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

３
月
、
４
月
は
学
校
を
卒
業
し

た
り
、
就
職
し
た
り
と
異
動
の
多

い
季
節
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
健
康
保
険
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
市
役
所
に
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
不
利
益
を
う

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
？

届
出
し
た
日
で
は
な
く
、
国
保

に
加
入
す
る
資
格
を
得
た
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と
？

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
、
国
保
を
や
め
る
届
出
を
せ
ず

に
国
保
の
保
険
証
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
と
、
国
保
が
負
担
し
た

医
療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
国
保
の
保
険
税
と
職
場

の
医
療
保
険
料
を
二
重
に
支
払
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必

ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
医
療
課

(�
４
２
―
５
６
１

９)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険

(

国
保)

に

加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と
き

平成20年11月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均

一 般 23,824 23,073

退職本人 20,258 29,452

退職扶養 20,384 23,657

全被保険者 26,548 23,772

■国保に加入するとき

こんなとき 届け出に必要なもの

他の市区町村から転
入してきたとき

●他の市区町村の転
出証明書
●印かん

職場の健康保険をや
めたとき

●職場の健康保険を
やめた証明書
●印かん

職場の健康保険の被
扶養者ではなくなっ
たとき

●被扶養者でなくなっ
た理由の証明書
●印かん

■国保をやめるとき

こんなとき 届け出に必要なもの
他の市区町村へ転出
するとき

●保険証
●印かん

職場の健康保険に加
入したとき

●国保と職場の健康
保険の両方の保険
証
●印かん

職場の健康保険の被
扶養者になったとき

■その他

こんなとき 届け出に必要なもの
市内で住所が変わっ
たとき

●保険証
●印かん

世帯主や氏名が変わっ
たとき
世帯が分かれたり､ 一
緒になったりしたとき

修学のため､ 別に住
所を定めるとき

●保険証
●印かん
●在学証明書

保険証をなくしたとき ●身分を証明するもの
●印かん



13

地
球
の
た
め
に
今
、
で
き
る
こ
と
を

私
た
ち
が
大
量
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
て
い
る
こ
と
で
、
地
球
の
温
暖
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
大
洪
水
や
渇
水
な
ど
の
異

常
気
象
、
海
水
面
の
上
昇
な
ど
は
地
球
温

暖
化
が
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
気
象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本

の
平
均
気
温
は
昨
年
ま
で
の
１
０
０
年
間

で
１
・
１
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
広
島
圏

域
で
は
、
20
年
間
で
１
・
５
℃
も
上
昇
し
、

日
本
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

国
県
に
お
け
る
抜
本
的
な
対
策
を
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
安
芸
高
田
市
と
し

て
も
、
私
た
ち
の
で
き
る
環
境
対
策
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。『

徹
底
し
た
ゴ
ミ
の

減
量
化
及
び
資
源
化』

は
、
平
成
21
年
度

の
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
資
源
ご
み
回
収
団
体
へ
の
助
成
金
を

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
４
円
か
ら
10
円
に

増
額
す
る
と
と
も
に
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
の

購
入
に
対
す
る
上
限
２
万
円
の
助
成
制
度

も
再
度
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
環
境
・
生
態
を
大
切

に
し
た
生
活
様
式
の
構
築(

エ
コ
ラ
イ
フ)

に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

������ �� パルスオキシメーター (血中酸素飽和度測定器)
とは､ 脈拍とともに､ 血液中にどれだけ酸素を取
り込めたか (血中酸素飽和度) を測定する機器で
す｡ 肺などの呼吸器機能が低下した方の日々の呼
吸管理に役立つものです｡
安芸高田市では､ ４月１日より､ パルスオキシ

メーターを障害者日常生活用具として追加します｡
詳しくはお問い合わせください｡
■対 象 者 呼吸器機能障害者３級以上または

心臓機能障害３級以上の方｡
※同程度の身体障害者で､ 医師の意
見書により必要と認められる方が
対象です｡

■限 度 額 50,000円
■耐用年数 ５年
■問い合わせ先 社会福祉課障害者

福祉グループ
℡４２－５６１５

生活
パルスオキシメーターを
障害者日常生活用具に
追加します

景
気
が
後
退
す
る
中
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
の
経
済
対
策
と
し
て
、｢

定
額
給
付

金｣

が
各
世
帯
へ
給
付
さ
れ
る
予
定
で

す
。

定
額
給
付
金
の
内
容

■
基
準
日

平
成
21
年
２
月
１
日

■
給
付
対
象
者

基
準
日
に
、
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ

る
方
。

①
安
芸
高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
方

②
安
芸
高
田
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

・
永
住
外
国
人

・
日
本
人
の
配
偶
者
、
定
住
者
な
ど

■
申
請
・
受
給
者

世
帯
主

■
給
付
額

基
準
日
に
お
い
て
、
19
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
が
１
万
２
、
０
０
０
円
、
18

歳
以
下
と
65
歳
以
上
の
方
は
２
万
円
と

し
て
計
算
し
、
世
帯
ご
と
に
給
付
。

■
給
付
方
法

世
帯
ご
と
に
郵
送
す
る
申
請
書
に
記

入
の
上
、
返
送
い
た
だ
き
、
申
請
書
に

記
入
さ
れ
た
振
込
先
口
座
に
、
世
帯
分

の
給
付
金
を
振
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
申
請
書
の
郵
送
時
期
な
ど
は
、
今
後

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た

｢

振
り
込
め
詐
欺｣

や

｢

個
人

情
報
の
詐
取｣

に
ご
注
意
！

定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た
詐
取

な
ど
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
、
国
、
県
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

(

現
金

自
動
預
払
機)

の
操
作
を
お
願
い
し

た
り
、
給
付
の
た
め
に
手
数
料
な
ど

の
振
込
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
現
時
点
で
、
市
、
国
、
県
な
ど
が
住

民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会

す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

市
、
国
、
県
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た

り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
、
市
役
所
や
警
察

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

℡
４
２－

５
６
１
１

定
額
給
付
金

定
額
給
付
金
が
各
世
帯
に

給
付
さ
れ
る
予
定
で
す

12

２
月
15
日

(
日)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
で
、
安
芸
高
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
共
有
し
、
地
域
振
興
組
織
の
活
動

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
今
年

で
５
回
目
で
す
。

市
内
６
つ
の
地
域
振
興
会
に
よ
る
活

動
報
告
の
ほ
か
、
美
土
里
小
学
校
６
年

生
の
合
唱
・
合
奏
の
発
表
、
全
地
域
で

作
ら
れ
た
広
報
紙
な
ど
の
展
示
紹
介
、

手
づ
く
り
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
の
交

流
会
と
い
う
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
活
動
報
告
で
は
、
横
田
振
興
会

の
大
川
博
生
さ
ん
、
羽
佐
竹
振
興
協
議

会
の
京
極
卓
士
さ
ん
、
深
瀬
振
興
会
の

浅
井
澄
夫
さ
ん
、
有
留
自
治
振
興
会
の

実
藤
敦
さ
ん
、
丹
比
地
区
振
興
会
の
横

川
智
明
さ
ん
、
上
根
・
向
山
地
域
振
興

会
の
久
保
野
哲
也
さ
ん
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

有
留
自
治
振
興
会
の
実
藤
さ
ん
は
、

高
齢
者
の
み
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
分
布
図
を
作
成
し
た
こ
と
や
、
堂
道

の
滝
の
草
刈
、
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
活
動
を
発
表
。｢

少
子
高
齢
化
で

集
落
が
維
持
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。

自
主
防
災
や
農
業
経
営
な
ど
す
こ
し
で

も
前
に
進
め
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が

あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い｣

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聞
い
て
、
県
立

広
島
大
学
の
野
原
建
一
名
誉
教
授
は

｢

発
表
さ
れ
た
振
興
会
に
は
共
通
点
が

３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
資
源
を
何
と
か

し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
あ
る
こ
と
。

２
つ
目
が
、
現
在
よ
り
も
進
歩
し
て
行

こ
う
と
い
う
こ
と
。
３
つ
目
が
、
他
市

と
の
交
流
、
世
代
を
超
え
た
交
流
な
ど

広
域
交
流
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

自
分
た
ち
で
汗
を
か
か
れ
て
い
る
姿
勢

が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
の

発
表
で
は
も
っ
と
も
っ
と
自
信
を
も
っ

て
活
動
を
自
慢
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す｣

、
と
ま

ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
に

対
し
て
エ
ー

ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り

安
芸
高
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

平
成
21
年
４
月
の
水
道
料
金
の
改
定

に
伴
い
、
集
会
所
の
水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
の
請
求
方
法
を
統
一
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
の
一
部
が
減
額
で
き
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

【
請
求
方
法
の
統
一
】

■
請
求
回
数
が
年
６
回
に

奇
数
月
下
旬
に
検
針
し
、
翌
偶
数
月

に
２
か
月
分
を
請
求
し
ま
す
。

【
減
額
に
つ
い
て
】

■
減
額
に
な
る
条
件

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
の
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
地
域
の
集
会
所

と
し
ま
す
。

■
減
額
の
内
容

申
請
に
よ
り
水
道
料
金
及
び
下
水
道

使
用
料
の
基
本
料
金
を
２
分
の
１
に
減

額
し
ま
す
。

※
超
過
料
金
と
メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
減

額
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

集
会
所
管
理
者(

代
表
者)
が
減
額
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

本
庁
上
下
水
道
課
ま
た
は
各
支
所
産
業

建
設
担
当
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
書
提
出
先

安
芸
高
田
市
公
営
企
業
部
水
道
課

℡
４
７－

１
２
０
３

上
下
水
道
課

℡
４
７－

１
２
０
４

八
千
代
地
域
産
業
建
設
担
当
課

℡
５
２－

２
１
１
４

美
土
里
地
域
産
業
建
設
担
当
課

℡
５
４－

０
３
１
４

高
宮
地
域
産
業
建
設
担
当
課

℡
５
７－

０
３
１
４

甲
田
地
域
産
業
建
設
担
当
課

℡
４
５－

５
１
２
１

向
原
地
域
産
業
建
設
担
当
課

℡
４
６－

３
１
１
４

水
道

集
会
所
の
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の

減
額
と
請
求
方
法
の
統
一
に
つ
い
て
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